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ま
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フ
を
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仏
教
の
開
祖
で
あ
る
釈し

ゃ

迦か

が
最
上
と
し
た
供

養
は
２
つ
あ
る
と
い
わ
れ
ま
す
。
ひ
と
つ
は
ス

ジ
ャ
ー
タ
ー
の
乳

に
ゅ
う

粥し
ゅ
く、
も
う
ひ
と
つ
は
チ
ェ
ン

ダ
の
栴せ

ん

檀だ
ん

樹じ
ゅ

耳じ

（
ス
ー
カ
ラ
・
マ
ッ
ダ
ヴ
ァ
）
で
す
。

栴
檀
樹
耳
は
、
釈
迦
が
食
後
に
入
滅
し
た
こ
と

較
を
行
う
こ
と
、
さ
ら
に
ゲ
ノ
ム
中
の
一
部
の
塩

基
配
列
を
解
読
し
、
既
知
種
と
の
系
統
関
係
を

明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
新
種
か
既
知
種

か
を
判
断
で
き
ま
す
。

　

日
本
に
は
一
部
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
塩
基
配
列
に
基
づ
き

20
タ
イ
プ
の
ト
リ
ュ
フ
が
存
在
す
る
こ
と
が
明

ら
か
に
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
新
種
か
既
知
種
か

は
定
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
こ
で
大
型

で
発
生
量
が
高
く
特
有
の
香
り
を
も
つ
タ
イ
プ

の
ト
リ
ュ
フ
の
分
類
を
進
め
、
こ
れ
ま
で
６
新
種

１
既
知
種
を
発
表
し
ま
し
た
。
ホ
ン
セ
イ
ヨ
ウ

シ
ョ
ウ
ロ
は
き
の
こ
内
部
に
形
成
さ
れ
る
子し

嚢の
う

と
い
う
袋
の
中
に
１
〜
３
個
、
通
常
２
個
の
淡

黄
色
の
球
形
胞
子
を
持
つ
こ
と
が
特
徴
で
、
こ

の
特
徴
は
他
の
ト
リ
ュ
フ
種
に
は
見
ら
れ
ま
せ

ん
写
真
１

。
ま
た
分
子
系
統
学
的
手
法
に
よ
っ
て
、

ア
ジ
ア
ク
ロ
セ
イ
ヨ
ウ
シ
ョ
ウ
ロ
は
日
本
人
も
食

用
経
験
の
あ
る
種
で
あ
る
こ
と
、
茶
系
ト
リ
ュ
フ

の
チ
ャ
セ
イ
ヨ
ウ
シ
ョ
ウ
ロ
は
、
北
米
、
欧
州
で

食
用
に
さ
れ
る
種
と
近
縁
の
た
め
、
今
後
食
材

と
し
て
期
待
で
き
ま
す
図
１

。

食
資
源
の
可
能
性
を
追
求
し
て

　

こ
れ
か
ら
も
、
国
内
の
未
整
理
の
ト
リ
ュ
フ
の

分
類
を
行
う
作
業
を
進
め
る
こ
と
で
、
日
本
国

内
の
食
資
源
の
可
能
性
を
追
求
し
た
い
と
思
い

ま
す
。
ま
た
、
ト
リ
ュ
フ
の
分
類
体
系
を
整
理
す

る
こ
と
で
、
特
徴
で
あ
る
香
り
や
繁
殖
な
ど
種

の
も
つ
特
性
の
理
解
が
深
ま
り
、
新
た
な
研
究
へ

展
開
で
き
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

か
ら
、
最
後
の
食
事
と
さ
れ
ま
す
。
ま
た
「
野

豚
が
好
ん
で
土
か
ら
掘
り
出
し
て
食
べ
る
き
の

こ
」
と
の
解
釈
か
ら
、
ト
リ
ュ
フ
だ
っ
た
と
す
る

考
え
も
あ
り
ま
す
。
栴
檀
樹
耳
と
釈
迦
の
入
滅

と
の
因
果
関
係
は
不
明
で
す
。
し
か
し
、
ト
リ
ュ

フ
と
よ
く
似
た
丸
い
形
の
き
の
こ
は
他
に
も
た

く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
も
し
か
す
る
と

釈
迦
に
供
え
ら
れ
た
栴
檀
樹
耳
に

は
、
ほ
か
の
き
の
こ
が
混
ざ
っ
て
い

た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
「
ト
リ
ュ
フ
」
と
総
称
さ
れ
て
い

る
き
の
こ
に
は
、
実
際
に
は
多
く
の

種
類
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら

は
互
い
に
よ
く
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た
も
の
が
多
く
、

簡
単
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は
識
別
で
き
ま
せ
ん
。
一
方

で
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じ
「
ト
リ
ュ
フ
」
で
も
、
種
類

が
違
う
と
香
り
な
ど
食
材
と
し
て

の
適
性
は
大
き
く
異
な
り
ま
す
。
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０
２
２
年
11
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、
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林
総
合
研

究
所
は
国
内
で
は
初
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て
、
白
色
系
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の
ホ
ン
セ
イ
ヨ
ウ
シ
ョ
ウ

ロ
を
人
工
的
に
発
生
さ
せ
る
こ
と
に

成
功
し
ま
し
た
。
将
来
市
場
で
流
通

す
る
際
に
、
も
し
も
別
の
種
類
が
混

同
さ
れ
て
出
回
る
と
、
生
産
者
や
商

品
そ
の
も
の
へ
の
信
頼
損
失
に
も
つ

な
が
り
か
ね
ま
せ
ん
。
対
象
と
す
る

ト
リ
ュ
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の
分
類
を
確
定
し
、
そ
の
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を
正
確
に
記
載
す
る
こ
と
は
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で
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。
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写真１　これまでに名前のついた日本のトリュフ
 A-F は各種の子実体（バーの長さ 1cm）、a-f はそれらの胞子（バーの長さ 0.03mm）。ウスチャセイヨウショウロ（A, a）、チャ

セイヨウショウロ（B, b）、アジアクロセイヨウショウロ（C, c）、イボセイヨウショウロ（D, d）、ホンセイヨウショウロ（E, 

e）、ウスキセイヨウショウロ（F, f）。　系統関係は、図１を参照。

図 1　リボソーム DNA ITS と LSU 領域
の塩基配列に基づくセイヨウショウロ属の
系統関係
赤色の文字は日本のトリュフを示し、●は経

済的価値の高い種、★は食用種、●は食用不
適種を示す。
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研究の森から木下 晃彦　Kinoshita Akihiko

九州支所

日本の
地下に眠る
トリュフのいろいろ

Q1. なぜ研究者に？
　子どもの頃から生き物が好きでしたが、当

時はきのこに興味を持っていませんでした。

学生やポスドク時代の師匠の影響、他の研究

者の方の仕事を見るうちに、こういう研究が

したいと思えるようになったと思います。

Q2. 影響を受けた本や人など
　『菌根の生態学』（M.F.アレン著　中坪孝之・

堀越孝雄訳　共立出版）は、菌根の研究を始め

るきっかけとなった本です。また『忘れられた

日本人』（宮本常一著　岩波文庫）は、丹念に

ひとつひとつ調査した著者の姿に心を打たれま

した。『「美食地質学」入門』（巽好幸著　光文

社新書）は最近好きな本です。

Q3. いまホットなマイテーマは？　

　きのこの出す匂いや色、形はなぜ進化して

きたか。それを利用しようとする動物や植物

との駆け引き、また地史との関係に興味を持っ

ています。

Q4. 若い人へ
　五感を最大限発揮できるのは若いうちだと

思います。また、発見は、「気づき」から始ま

りますので、まずは動いてみるとよいと思い

ます。
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種
類
が
混

同
さ
れ
て
出
回
る
と
、
生
産
者
や
商

品
そ
の
も
の
へ
の
信
頼
損
失
に
も
つ

な
が
り
か
ね
ま
せ
ん
。
対
象
と
す
る

ト
リ
ュ
フ
の
分
類
を
確
定
し
、
そ
の

特
徴
を
正
確
に
記
載
す
る
こ
と
は

と
て
も
大
切
で
す
。

顕
微
鏡
と
Ｄ
Ｎ
Ａ
で
ト
リ
ュ
フ
を
分
類
す
る

　

肉
眼
的
に
特
徴
の
少
な
い
ト
リ
ュ
フ
の
分
類

を
行
う
た
め
に
は
、
胞
子
の
形
態
や
菌
糸
の
構

造
と
い
っ
た
微
細
な
特
徴
を
顕
微
鏡
で
観
察
し
、

既
に
名
前
の
つ
い
て
い
る
種
（
既
知
種
）
と
の
比
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写真１　これまでに名前のついた日本のトリュフ
 A-F は各種の子実体（バーの長さ 1cm）、a-f はそれらの胞子（バーの長さ 0.03mm）。ウスチャセイヨウショウロ（A, a）、チャ

セイヨウショウロ（B, b）、アジアクロセイヨウショウロ（C, c）、イボセイヨウショウロ（D, d）、ホンセイヨウショウロ（E, 

e）、ウスキセイヨウショウロ（F, f）。　系統関係は、図１を参照。

図 1　リボソーム DNA ITS と LSU 領域
の塩基配列に基づくセイヨウショウロ属の
系統関係
赤色の文字は日本のトリュフを示し、●は経

済的価値の高い種、★は食用種、●は食用不
適種を示す。
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日本の
地下に眠る
トリュフのいろいろ

Q1. なぜ研究者に？
　子どもの頃から生き物が好きでしたが、当

時はきのこに興味を持っていませんでした。

学生やポスドク時代の師匠の影響、他の研究

者の方の仕事を見るうちに、こういう研究が

したいと思えるようになったと思います。

Q2. 影響を受けた本や人など
　『菌根の生態学』（M.F.アレン著　中坪孝之・

堀越孝雄訳　共立出版）は、菌根の研究を始め

るきっかけとなった本です。また『忘れられた

日本人』（宮本常一著　岩波文庫）は、丹念に

ひとつひとつ調査した著者の姿に心を打たれま

した。『「美食地質学」入門』（巽好幸著　光文

社新書）は最近好きな本です。

Q3. いまホットなマイテーマは？　

　きのこの出す匂いや色、形はなぜ進化して

きたか。それを利用しようとする動物や植物

との駆け引き、また地史との関係に興味を持っ

ています。

Q4. 若い人へ
　五感を最大限発揮できるのは若いうちだと

思います。また、発見は、「気づき」から始ま

りますので、まずは動いてみるとよいと思い

ます。




